
アーゼ  

デオキシリ  

ボヌクレアー  

ゼ  トリプシン  

肺炎球菌ワクチン  
ウシ膵臓  萬有製薬  

ウシ障膿  
肺炎球菌ワクチン  ー‾て打‾乏扇6福豆万岳†云扇面‾  

萬有製薬  

ウシ心臓、ウ  
シ骨格筋、ウ  
シ磨肪細胞、  
ウシ骨髄、ウ  
シ縮合組織  

ウサギ血液  

肺炎球菌ワクチン  ハートイン  
フュージョン  

培地  

●てi訂‾乏面白元ら万古†訪岳i古‾  萬有製薬  

肺炎球菌ワクチン  
萬有製薬  

ウサギ脱繊 維血液  

‘‾て一旬‾‾乏石6岳7高畠乃6丁白石岳ラ1  

萬有製薬  
肺炎球菌ワクチン  スキムミルク  ウシ乳  

‾‾‾‾  
手乏訂至誠6元5売る†誠占う盲  

ヘパリンナトリウム  有効成分  扶桑薬品  
工業  

ヘパリンナト  

リウム  

ブタの腸粘媒   レンサ球菌感  ‾‾  
て乏甘云扇6福豆元ラ†呑扇ラ盲  感染症学雑誌  

2006；80（S）：297  
比較的稀とされるブタ連鎖球菌による髄膜炎の症例報告  
である。串焼屋に勤める57歳女性で、発熱、頭痛、嘔吐、  
幻視等を呈した。血液培養ではグラム陽性梓菌が検出さ  
れたが、髄液培養ではグラム染色陰性であった。最終的  
にブタ連鎖球菌が同定された。未明埋の豚肉から感染し  
たと考えられ、中国では集団感染が発生したこともあり、  
感染の危険性について認識が必要と思われる。  

ダ、中国  

日本輸血学会雑誌  
2006：52（2）：231  

北海道地区において試戟研究的に献血時にHEV関連問  

診を追加するとともに、HEVNATスクリーニングを実施  
し、問診の有効性とHEV感染の実態を明重した。楯果は、  
HEV問診に該当したのは785名（0．3％）で、その内の1名  
（0．1％）（こHEVRNAが認められた。HEVNATスクリーニン  
グ陽性青は20名（HEV問診該当者1名を含む）で、陽性率  
は1／11．090であった。陽性看の多くはALT値が正常で  
HEV抗休は陰性であった。道内の献血者のHEV RNA陽  
性卒は予想以上に高い。   
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 ワクシニアウイルス接種家兎炎症皮膚 抽出液  

ウ  
イルス枠種家  
兎炎症皮膚  

ワクシニア  
イルス梓種  
家兎炎症皮  
膚抽出液  

カゼイン性ペ  

プトン  
ウシ乳  日本臓器  

製薬  ワクシニアウイルス持種家兎炎症皮膚 抽出液  

日本臓器  
製薬  

製造工程  

カゼイン性ペ プトン  

ブタ膵臓  

ワウシニアウイルス接種家兎炎症皮膚 抽出液  日本、カナ ダ  

日本臓器  
製薬  

糞尿膜  日本  製造工程  
発育鶏卵  

ワクシニアウイルス接種家兎炎症皮膚 抽出液  

日本臓器  
製薬  

ウサギ皮膚  
ウサギ  日本  製造工程  

ワクシニアウイルス悸種家兎炎症皮膚 抽出液  
2006／09／27  

ベネシス  
面空席ヴ王子じジず蒔ニル痙短大亮痩  
グロブリン  
③人免疫グロブリン  

人免疫グロ  
ブリンG  

窃盲栖 米国  
人血液  

有効成分  異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

英国保健省  
Press Statement  
2006年2月9日  

輸血関連の新しいvCJDl症例が最近診断された。患者  
は、献血をした約20ケ月後にvCJD症状を呈したドナーか  
らの輸血を受け、輸血後約8年でvCJDを発症した。患者  
はまだ生存している。本症例は3例日の輸血によるvCJD  
感染例である。  

1g98年から1g99年の韓国の血友病患者におけるHAV感  
染と血液凝固因子との因果関係を調べるため、比較対照  
試験と分子学的HAV検出を行った。疫学的調査およぴ  
HAVRNA配列検査から、凝固因子∨【ⅠⅠの1ロットがHAV感  
染に関与していたことが明らかになった。  

医薬品製造用血焚プールの検体においてPCR法によリバ  
ルポウイルス（PARV4）遺伝子の検出を行った。これらの  
血菜はヨーロッパと北アメリカで集められたものである。そ  
の緒果、137プール中7例がPARV4およぴPARV5に陽性  
であった。   

2006／09／27  

Epidemiol lnfect 
2006：134：87－93  

パルボウイル  Emerg【nfectDis  
200（i：12：151－154  
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2006年1月11日  Robert Koch 

Institut／Voten des  

Arbeitskreises  

8lut／Votum33  

れたvCJDに関するドイツ連邦保健省血液専門委員会の  
通達である。まだ使用されていない血液製剤によるvCJD  
の感染を防止し、感染の可能性のある供血を予防し、感  
染が生じた場合の解明の手順を定めた。  

インド洋海域からフランス本土への帰国者の中にチクン  
ケンヤ感染者が発見された。フランス保健省によるとチク  
ンケンヤ熱は治療法もなく、ワクチンもなく、フランス領レ  
ユニオン島では77人が死亡し、現在も人口の約2肌が感  
染している。  

ヒトにおけるVe＄ivin」S感染を調べるために、米国オレゴン  

州の赤十字血液検査研究所で1996年から1999年に供血  
青から集められた血清785例について検査した。その結  
果、抗体陽性串は、健常ドナー群で12，も（374例中44例）、  
高ALT値群で21％（350例中73例）、感染が原因と疑われ  
る肝炎患者群で29％（41例中12例）、輸血または透析に関  
連した肝炎患者群で47％（15例中7例）であった。RT－PCR  
試験を実施した112血清検体中11検体（9．8％）が陽性であ  
り、既知のVesivi仙Sと関連があった。  

ウイルス感染  
ProMed20060225－ 0619  

JMedViro12006；  

78：693－701  

J［nfectDis2006； 193：1089－1097  

‾‾  
詣稿東南声近蒔存ぢた複二築盲襟首東面示搭蔭羞ず高三  
とにより、非A－E肝炎患者の血清から、外来DNA断片が  
得られた。これらの内の一つをNV－Fと名づけたが、部分  
的オープンリーディンケフレームを含み、非A－E肝炎患者  
69例中17例（24．6％）に検出された。NV－F陽性患者65例中  
49例（75．4％）の血清中に抗NV－F抗体が検出された。また  

免疫蛍光分析により、抗原は患者の肝細胞に存在するこ  
とが明らかとなった。NV－Fはヒト肝炎に関連する新規の1  
本鎖DNA断片である。  

サル泡沫状ウイルス（SFV）は非ヒト霊長動物で蔓延してい  
る非病原性感染症であるが、唾液を介して伝播すると考  
えられている。最近ヒトでの感染が報告された。SFVが血  
液を介して伝播するかを調べるため、SFV陰性アカゲザ  
ルに生物学的および遺伝的に異なったSFVに感染した2  
匹のアカゲザルの血液を輸血し、ウイルス感染および持  
続、抗体反応、臨床的変化をモニターした。捧種後1年目  
の♯黒から、全血でSFVが伝播することがあることが示さ  
れた。   

ウイルス感染  
J Med Primatol 
2005：34（Sl）：333  
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PLoSPathogens  
2006：2：e32  検討することによって、土壌がTSE蓄積体として提供され  

る可能性を調べた。その結果、2種類の粘土ミネラル、石  
英およぴ4種類の全土壌サンプルにPrPScが吸着し、感  
染性も維持されることが明らかとなった。我々の研究結果  
は、土壌環境に入ったPrPScは生物に利用できる形態で  
維持され、プリオン病の動物感染を永続させるとともに、  
他の種をこの感染性病原体に曝蕎させる可能性があるこ  
とを示している。  

1996年から1999年に、手術時に20－29歳であった患者か  
ら得られた虫垂および扁桃12674検体のうち、病原体プリ  
オンに陽性染色であった3例（虫垂）について、プリオン蛋  

白の遺伝子型分析を行った。3検体中2例で分析が可能  
であり、両者ともプリオン蛋白遺伝子（PRNP）コドン129の  

∨∂tがホモ捷合体であった。今まで、VCJD患者は、  

Met／V81のヘテロである医原性の1例を除いて全て、  
PRNPのコドン129がMetのホモ接合体であり、Valホモ接  
合体がvCJDに対し感受性があることが初めて示された。  

BMJOn＝ne  

doi：10．1136／b両．38  

804．511644．55  

マウスPrP遺伝子の置換によってヒトまたはウシのコドン  
129遺伝子型（MM、MV、∨∨）のPrP蛋白を発現するマウス  
を作製し、BSE又はvCJDを接種し、疾患の臨床的及び病  
理学的な徴侯を評価した。その結果、BSEはウシの系に  
は感染したが、ヒトの系には感染しなかった。対照的に、  
vcJDはヒトの3つの系全てに感染したが、各々の遺伝型  
で病理学的特徴、感染効率が異なった。MMは感染効率  
が高く、病理学的特徴および臨床症状が早く発現した。  
∨∨は感染効率が最も低く、発現までの期間が長かった。  

bncet Neuro1 2006：5二393－398  

肝臓2006こ  

47（Supplementl）：  A168  
今回われわれは血液感染のハイリスクグループである血  
友病患者におけるHEV抗体の陽性頻度を調査した。その  
結果、調査した血友病患者80例の内の13例（16．3％）が  
HEV抗体陽性であった。過去の研究では日本人の供血者  
におけるHEV抗体の陽性卒は3．7％、透析患者で9．4％と報  

告されており、血友病患者におけるHEV血液感染の可能  
性が示唆された。また、他のウイルスマーカーの惰性畢  

については、HEV抗体陽性例と陰性例では差は見られな  
かったが、年齢が高い方がHEV抗体陽性例の割合が高  
かった。   

E型肝炎  
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日本輸血字会  
2008；520：231  

花環1旦喝l追において吉武専天研究閃lこ杯皿F守にHEV関】星間  

診を追加するとともに、HEVNATスクリーニングを実  
し、問診の有効性とHEV感染の実態を調査した。結果は、  
HEV問診に該当したのは7郎名（0．3％）で、その内の1名  
（0，1％）にHEVRNAが認められた。HEVNATスクリーニン  
グ陽性看は20名（HEV問診該当者1名を含む）で、陽性畢  
は1／11．090であった。陽性看の多くはALT値が正常で  
HEV抗体は陰性であった。道内の献血者のHEV RNA陽  
性辛は予想以上に高い。  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  
Lancet2006；367： 2068－2074  

1996年7月から2004年8月までに11人のクールー病患者  

を確曙したが、全員がSouthForeに住んでいた。患者は  
全員、1950年代後半に食人習慣が中止される前に生れ  
ていた。推定された潜伏期間は、最小で34年から41年の  
範囲であったが、男性における潜伏期間は39年から58年  
の範囲と考えられ、更に最長で7年長かった可能性もあ  
る。プリオン遺伝子の分析によって、殆どのクールー病の  
患者は、潜伏期間の延長とプリオン病への耐性に関係す  
る遺伝子型であるコドン129がヘテロ持合体であることが  

明らかとなった。  

TSEの前兆期に、スクレイピーに感染させたハムスターの  
血液中のPrPScをPMCA（proteinmisfoIdingcyclic  
ampli月cation）法を用いて生化学的に検出した。潜伏期間  
の初期には、おそらく血液中に検出されたPrPScは末梢  
でのプリオンの掛軌こ由来していると思われる。感染して  
いるが発症していない動物の血液中のプリオンを生化学  
的に検出することができるということは、TSEの非侵襲的  
早期診断を期待させる。  

Science2006：313： 92－94  

パルボウイル  

Thromb Haemost 200ヰ：92：838－845  

今まで、凝固因子製剤のパルボウイルス819遺伝子型2  
による汚染は報告されていないので、市販されている21  
製剤の202ロットを、パルボウイルス819遺伝子型1と遺伝  
子型2のDNAについてPCRにより調べた。i土伝子型1の  
DNAが、現在投与されているロットの77／181（42．5％）に、  
1980年代初めまで使用されたロットの17／21（引％）に検出  
された。遺伝子型2のDNAは、5／202（2．5％）に見出され、そ  
の全てが遺伝子型1のDNAに汚染されていた。  

ベネシス  
‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‖  

面書面天元蒲テ冗ラミジ  
④乾燥濃縮人血液凝固第Ⅶ因子  
（勤乾燥濃楯人血液凝固第Ⅸ因子  

人血清アル  
ブミン  

人血液  
英国保健省  
Press Statenent  
2006年2月9日  

60519に同じ   2006／09／27  
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605柑に同じ  Hobe11KOCn  

Inst；tut／Voten des  

Arbeitskreises  

BIut／Votum33  

ProMed200（SO225－  

0619  

ウイルス感染  
80519に同じ  

ウイルス感染  60519に同じ  JMed Viro12006：  

78：6g3－701  

60519に同じ  J（nfectDis2006：  

193：1089－1097  

ウイルス感染  60519に同じ  J Med Primatol 

2005；34（Sl）：333  

60519に同じ  PLoS Pathogens 
2006：2：e32  

BMJO而ine  

doi：10．1136／bn再．38  

804．511644．55  

60519に同じ  

Lancet Neuror 2006；5：393－398  

60519に同じ  

肝臓2006：  

47（SuppIementl）：  A188  
6051引こ同じ   
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E型肝炎  日本輸血学会誌  
2006：520：231   

t  l   l   l  l    ‖  ‖  ‖  ‖  ‖     ‖  

60519に同じ  

Science2006：313： 92－94  フェルトヤコ  

ブ病  

／くルポウィル  

ス  
Thromb Haernost 2004：92：838－845  60519に同じ  

中国  製造工程  
1970年～2003年にヒト硬膜に関連したCJD7例が美園で  
確認された。手術後発病までの期間は平均93ケ月（45～  
177ケ月）であった。さらに、世界で初めて、ブタ硬陳片レ  
シーピェントでCJDl例を確認した。これらの症例の臨床  
的、病理学的特徴について述べている。  

人血清アルブミン  
乾燥濃縮人アンチトロンビンⅢ  
人ハブトゲロビン  
乾燥濃縮人血液凝固第Ⅶ因子  

ヘパリン  ブタ小腸粘膜  ベネシス  JNeuroIN飢IrOSurg  
Psychiatけ2008ニ  

000：ト3  

2006／09／27  

ヘパリンナトリウム   
三毒石●‾ ルファーマ  

ヘパリンナト  

リウム   

口蹄疫  
中国における口蹄疫のFollow－uPrePOrtNo．4（2006年3  
月29日から4月30日まで）。病因の同定一口蹄疫ウイルス  
セロタイプアジア1。新規アウトブレイクの詳細一青海省  

Haiyan都。ウシ疑い例17例、症例4例、処分17例。ビソジ／  
ヤギ疑い例14例、処分14例。ブタ疑い例3例、処分3例。  

ブタの小腸粘 旗  
2006／09／28  OIE Disease 

tnfornlation19（18）  

2008年5月4日  

【∨型HEVについてヒトとブタ宿主との関係を調べるため、  

各々のウイルス保有率およぴウイルスの遺伝的性質を調  
べ、また養豚場と感染のリスクとの関係を評価した。中国  
東部の2つの養蹄地区では、ブタ9．6％、健常人0．3％で大便  
中からH∈∨が検出きれ、IV型サブタイプ2つが両者に共通  
していた。養豚に従事するヒトtま他の職業のヒトより感染  
リスクが74％高く、養豚場の下流の住民は上流の住民より  
感染リスクが29％高かった。Ⅰ∨型HEVはブタからヒトヘ自由  

に感染すると考えられる。   

JInfectDjs2006；  

193：1643－1649  

38／195ページ  



とにより、非A－E肝炎患者の血清から、外来DNA断片が  
得られた。これらの内の一つをNV－Fと名づけたが、部分  
的オープンリーディングフレームを含み、非A－E肝炎患者  
69例中17例（24．6，も）に検出された。NV－F陽性患者65例中  
49例（75．4％）の血清中に抗NV－F抗体が検出された。また  

免疫蛍光分析により、抗原は患者の肝細胞に存在するこ  
とが明らかとなった。NV－Fはヒト肝炎に関連する新規の1  
本鎖DNA断片である。   

日本におけるヒトポカウイルス（HBoV）検出状況を調査し  
た。2002年10月～2003年9月、2005年1月～7月の2シー  
ズンに、小児下気道感染症患者318例から採取した■咽  
頭スワブより抽出したDNAをPCRし、埴基配列を決定し  
た。318例中18例（5．7％）でHBoVが検出され、検出された患  
者の年齢は7ケ月から3歳で、検出月は1月から5月に集中  
していた。HBoVは様々な呼吸器感染症の原包ウイルス  
になっていると推定された。  

193：1089－1097  

第80回 日本感染  
症学会総会・学術  
講演会  

ウイルス懲染  カナダPublic  

Hea仙Agencyof  
Canada2006年5月  

26日  

カナダ公衆衛生局は最近4例のカナダ人旅行者でチクン  
ケンヤ葱染が原因と思われる疾患を確認した。これらの  
患者はレユニオン島などへ旅行し、2月から3月の初めに  
発症した。ヨーロッパでも帰国者による輸入例が報告され  
ている。インド洋南西諸島で2005年3月から2006年4月22  
日までの間に公式に報告されたテクンケンヤ感染例は  
3877例であるが、実将には255000例に達すると思われ  
る。インドでは2005年12月以来、テクンケンヤウイルスの  
アウトブレイクが報告され、2006年4月20日現在、153324  
例に達する。  

60420に同じ  パルナパリンナトリウム  ／くルナパリ  

ンナトリウム  

ブタ暢粘液  
レンサ球菌感 染  伊藤ライフ サイエンス  ProMED20060412－  

0060  
日oston．com2008年  

4月11日  
PLoSMed3（5）：  

e218  
2006年4月11日  

60420に同じ   0【E Disease  

Infomation19（19）  

2006年5月11日、  

19（20）2006年5月  

18t∃、19（28）2006  

年7月13日  
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精査＝  

炭痕  ProMED－  60420に同じ   

mai120060730．2107  

ProMED－  

ProMED－  mai120060802．2141  mai120060806．2195 ProMED－  
mきi120060808．2228  

ProMED－  

mai120060811．2257  

134  2008／09／29  60430  バクスター  乾燥濃縮人血液凝固第Ⅷ因子   乾燥人血液  米国   有効成分  有  有  無  烏インフルエン  
凝固第Ⅷ因  ザ   2006：12：1041－  

子   1043   PCRにより、血渠lまH5Nlインフルエンザウイルス陽性で  
あった。ウイルスを分離し、遺伝子配列を決定したところ、  
A／Thailand／NK165／05accessionno．DQ37259卜8であっ  
た。ヘムアケルチニンとノイラミニダーゼ遺伝子について  
系統遺伝学的分析を行ったところ、2004年初めにタイで  
発生した野鳥のインフルエンザウイルスの特徴と同じで  
あった。   

135  2006／09／29  80431  バクスター  乾燥人血液凝固因子抗体迂回活性凍  米国   有効成分  有  無  無  烏インフルエン  
合体   凝固因子抗  ザ   2006：12：104卜  

体迂回活性  1043   

複合体   

136  2006／09／29  60432  ハクスクー  乾燥濃縮人血液凝固第Ⅷ因子   人血清アル  米国   添加物  有  有  無  烏インフルエン  
プミン   ザ   200（享：12：104ト  

1043   

137  2006／09／29  60433  ハウスター  乾燥人血液凝固儒Ⅸ国子複合体   乾燥人血液  米国   有効成分  有  有  ホ  鳥インフルエン  
凝固第Ⅸ因  ザ   2006ニ12：104ト  

子機合体   1043   
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所亨鹿頂‾  ワウシニアウ  
イルス棒種  
家兎炎症皮  
膚抽出液製  
剤  

【ntJSystEvoI  

Microbio12006；56：  
593－597  

ワウシニアウイ  

抽出液製剤  
2006／09／29160435  

類で一般に高い。家畜から単離されたレプトスピラを血清  
学的および分子学的に同定を行ったところ、RMlとコード  
された畢離体は、セログループIcterohaemo仙agiaeの  
Lkirschneri種の新しい変異型であり、Sokoineと名づけら  
れた。  

ブタの小腸  ダルテパリ  

ンナトリウム  
ダルテパリンナトリウム製剤  

日新製薬  
14012006／09／29160503  

添加物  ウシの気管  塩化マンガン・硫酸亜鉛配合剤  コンドロイテ  

ン硫酸ナトリ  
ウム  

日新製薬  ■‾‾‾  
て示T査証云元白万豆†白扇6才  

国、カナダ、  
ウルグア  
イ、アルゼン  

チン、オー  
ストラリア、  
ニューソー  
ランド  

有効成分  烏インフルエン ザ  トリインフルエンザの流行がアジア、アフリカ、ヨーロッパ  
の国々に広がっている。2006年2月以降に初めてトリの  
H5Nl感染を報告した国は、イラク、ナイジェリア、アゼル  
／くイジャン、ブルガリア、ギリシャ、イタリア、スロベニア、  
イラン、オーストリア、ドイツ、エジプト、インド、フランスの  
13カ国にのぽる。  

日本  
WHO  
httpノ／www．who．int  

／csr／don／2006▼02＿  

21b／enパndex．html  

人血液  
人血清アルブミン  人血清アル  

ブミン  
日本赤十  
字社  

142】2008／09／29博0505  

烏インフルエン ザ  タイで2085年11月28日にトリインフルエンザを発病し、12  
月7日に死亡した5歳の少年の血液検体を調べた。RT－  
PCRにより、血焚はH5Nlインフルエンザウイルス陽性で  
あった。ウイルスを分離し、遺伝子配列を決定したところ、  
A／Thailand／NK165／05accessionno．DQ37259卜8であっ  
た。ヘムアグルチニンとノイラミニダーゼ遺伝子について  
系統遺伝学的分析を行ったところ、2004年初めにタイで  
発生した野鳥のインフルエンザウイルスの特徴と同じで  
あった。   

2008：12：104ト  EmergInfectDis  1043  
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AAB8AssoG；at；on  

Bu＝etin＃06－04  

2∝帽年4月26日  

アイオワ州では2005年12月以来、おたふくかぜが大流行  
中で、2006年4月20日時点で、疑い例も含め、1000例以上  
がアイオワ公衆衛生部に報告されている。おたふくかぜ  
の輸血による伝播に関する現在の知見に基づき、AABB  
の輸血伝播肩章員会およぴFDAは、血液収集施設が行う  
べき予防的アプローチを承認した。  

パルボウイル  ヒト／くルポウイルスB19DNA（1心101∪／mL）を含むプール  
血祭の輸血後、B19【gG陽性の患者では抗体価が19－39  
【∪／mLから50－100【∪／mLに上昇して再感染を防いだ。そ  
れに対し、陰性の患者では、1．8－2．2xlO●ル／mLの  

B19DNAの存在下で、プール血策のIgGレベルが  
59．5ル／mLではB19の伝播とセロコンバージョンを防ぐの  
は不十分であることがわかった。  

PrPcは全身の多数の組織に存在し、血小板に大王に存  
在する。静止血小板ではα顆粒膜上に存在することが知  
られているが、その生理学的機能は不明である。血小板  
中のPrPcの局在を調べたところ、血小板が活性化する  
と、血小板表面上にPrPcが一時的に発現し、続いて、微  
小胞およぴエキソソーム上への放出が起こることが明ら  
かとなった。血小板由来エキソソーム上にPrPcが存在す  
るということは、血中でのPrPc輸送および細胞間伝播に  
おけるメカニズムを示唆する。  

輸血と関連したvCJDの新たな症例が見つかった。患者  
は、供血後20ケ月でvCJDを発症したドナー由来血液の輸  

．  

存命中で、国立プリオン病院の医師による治療を受けて  
いる。この症例は輸血関連vcJD伝播としては3例目であ  
り、VCJDが輸血によってヒトーヒト感染しうることを示す新  

たな証拠となるだろう。これら3例は、血焚分画製剤の投  
与ではなく、すべて血液成分の輸血と関連している。  

J【nfectDis2006；  

194：154－158  

Blood2008；107：  
3907－3911  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

英国保健省Pre＄＄  

Statement  

http：／／www．hpa．org  

uk／hpa／news／a止icl  

es／press＿releases／  

2008／060209＿dd．ht  
m  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

侵性消耗病（CWD〉のシカの骨格筋中に感染性プリオンが  
含まれているかどうかを、シカのプリオンを発現するトラン  
スジェニックマウスにおいて検討した。CWDに感染したシ  
カの骨格筋抽出物を脳内に樟種したトランスジェニツクマ  
ウスは360～490日後に、脳抽出物を接種した群は230～  
280日後に、進行性神経症状を呈し、これらのマウスの脳  
にはPrPscが検出された。正常シカの抽出物を樟種した  
対照群では発病しなかった。   

Science2006：311： 1117  
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bncet2006；367： 874  員会に報告された。男性は英国およぴフランスに滞在歴  
があった。2001年6月に発病し、2003年1月には脳脊髄湾  
は14－3－3蛋白質陽性であった。PrP遺伝子解析では変異  
は見られなかった。2003年12月にはMRtと脳波より、S  
CJD可能性例と診断された。2004年12月に死亡し、剖検  
によりvCJDと診断された。日本初のvCJD確定例である。  

‾…‾  
元元専行衰蔀二∈ラブ菖キ亨F三焉行石森竜暫天ラ㌃才  

ピーの危険性を警告している。ヒトに感染するおそれがあ  
るため、、現在18月齢以上のヒツジに行われているTSE  
検査を、もっと苦いヒツジに対しても行うように求めてい  
る。  

Sunday Herald 
2006年3月5日  

ht匝：／／www．sund8y  
herald．com／54442  

1996年から1999年に、手術時に20－29歳であった患者か  
ら得られた虫垂および扁桃12674検体のうち、病原体プリ  
オンに陽性染色であった3例（虫垂）について、プリオン蛋  

白の遺伝子型分析を行った。3検体中2例で分析が可能  
であり、両者ともプリオン蛋白遺伝子（PRNP）コドン129の  

Va暮がホモ接合体であった。今まで、VCJD患者は、  
Met／Valのヘテロである医原性の1例を除いて全て、  
PRNPのコドン129がMetのホモ接合体であり、Valホモ持  
合体がvcJDに対し感受性があることが初めて示された。  

BMJ2006：332：  

1186－1188  

美園は、1990年代に輸出された英国製の血液製剤から  
のvCJD感染の危険性について、輸出先の14カ国に連絡  
を行った。輸血を介したvCJD感染は英国では3例報告さ  
れており、未発症の感染者からの供血により引き起こさ  
れる災害の「第二の波」が懸念される。最も危険性の高い  
ブラジルとトルコや、ブルネイ、アラブ首長国連邦、イン  
ド、ヨルダン、オマーン、シンガポールに予防措置をとるよ  
う勧告した。  

TSEの前兆期に、スクレイピーに感染させたハムスターの  
血液中のPrPScをPMCA（proteinmisfoldingcyclic  
ampli市catjon）法を用いて生化学的に検出した。潜伏期間  
の初期には、おそらく血液中に検出されたPrPScは末梢  
でのプリオンの複製に由来していると思われる。感染して  
いるが発症していない動物の血液中のプリオンを生化学  
的に検出することができるということは、TSEの非侵襲的  
早期診断を期待させる。   

The Gu∂rdian2006  

年5月2日  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

Science2006：313：  

92－94  

43／195ページ  



ウイルス感染  ProMED20080205－  

0040   している。レユニオン鳥では2008年1月下旬の1週間だけ  
で1万5千人増え、計5万人に達した。モーリシャス当局は  
ウイルスを媒介するヒトスジシマカの駆除を決定した。   

米国において、ブタのノロウイルスについて調べるため、  
正常なブタの糞便275検体をRT－PCR法によりスクリーニ  
ングした。6例が陽性で、遺伝子配列分析の結果、ゲノグ  
ループmの型と潜在的組み換え型が同定された。1つの遺  
伝子型は遺伝子的、抗原的にヒトノロウイルスと関連性  
があった。  

2005年4月1日から2006年2月28日の間に、フランスで307  
0  

（7－81歳）であった。月別の輸入例数はレユニオンでの発  

生状況と関連が見られた。．自発例は2006年3月に1例発  
生したが、輸入例患舌を看護した看護師で、インド洋への  
旅行歴はなく、血液の暴蕎による感染と考えられた。  

2005：11：1874－  EmergInfectDis  1881  

ウイルス感染  
Eurosurveillance 
2006：11（4）：06042  

JInfectDis2006： 193：1089－1097  

非特異的PCRを行った後、染色休由来配列を除去するこ  
とにより、非A－E肝炎患者の血清から、外来DNA断片が  
得られた。これらの内の一つをNV－Fと名づけたが、部分  
的オープンリーディングフレームを含み、非A－E肝炎患者  
悶例中17例（24．8％）に検出された。NV－F陽性患者65例中  
49例（75．4％）の血清中に抗NVイ抗休が検出された。また  

免疫蛍光分析により、抗原は患者の肝細胞に存在するこ  
とが明らかとなった。NV－Fはヒト肝炎に関連する新規の1  
本鎖DNA断片である。  

ヒトにおけるVesjvims感染を調べるために、米国オレゴン  
州の赤十字血液検査研究所で1996年から1999年に供血  
青から集められた血清765例について検査した。その鰭  
果、抗体陽性卒は、健常ドナー群で12％（374例中44例）、  

高ALT値群で21％（350例中73例）、感染が原因と疑われ  
る肝炎患者群で29，砿41例中12例）、輸血または透析に関  
連した肝炎患者群で47％（15例中7例）であった。RT－PCR  
試験を実施した112血清検体中11検体（9．8％）が陽性で、  
既知のVesivimsと関係があった。   

ウイルス感染  
JMed Vir012006：  

78：693－701  
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